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ハチスンのモラル・センスと道徳的認識の問題
´― フランケナとノー トンの論争に関連 して 一
































なによりもそれを明確にしようとしたハチスン自身の意図にもかかわらず ― はなはだあいまいで ,
その表現は実に多様な意味をもつとはこれまでも常に指摘されてきたところであるからである。ブ
ラックス トン (W.Blackston)の言葉を借 りていえば,どれに「区分けすべきかまことにむつかし
ぃ」(3)ものがある。フランケナからノー トンに至る間の多様 な解釈もそれを示 しているであろう。た
とえば上述 したブラックス トンやピーチ (B.Peach)などは基本的にはフランケナの立場に立ちな
がらも,なおそこにある種の 「客観性」は主張できるとしておリサ)スミス (J.W.Smith)はハチス
ンにおいて道徳的判断の客観′性は主張 されているけれども,モラル・センスの是認はそれと結びつ


























































































































































































































































































































































































































略 観性」ないし「妥当性」は主張 しうるものととらえ,その根拠を, なによりも,根底の独自な
道徳的態度の構造に求めてきたわけである。
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